
２０１２年度 
大学院生物学専攻中間発表会及び生物学科博士研究員報告会 
２０１２年５月１５日（火）午前９時より理学部Ⅴ号館５１０６教室 

どなたでも来聴できます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　生物学専攻中間発表    
0855-0900　　川田 健文 専攻主任より開会の挨拶ならびに発表上の諸注意  
0900-0915　　植草 麻衣1  緑藻ネダシグサ属における分子系統解析と葉緑体構造との関係  
0915-0930　　木村 一也2 分布限界域における常緑広葉樹・ソヨゴの冬季光合成活性  
0930-0945　　小林 浩志3 両生類脳における抗菌ペプチド遺伝子の発現  
0945-1000　　多賀井 千尋3 Arg-rich型ヒストンの抗菌性とその作用機序の研究  
1000-1015　　武田 あすな3 鳥類免疫器官特異的抗菌ペプチド Cathelicidin-B1 に関する研究  
1015-1030　　田中 正敦4 日本産ユムシ動物の分類学的研究―ユメユムシ属の分類学的検討―  
1030-1045　　鶴岡 晃英5 コオロギ精子の運動開始要因について  
1045-1100　　吹野 真祐4 日本周辺の深海産サメハダホシムシ亜属未記載種の分類学的検討  
1115-1130　　藤本 幸愛6  共存地域におけるハシボソガラスとハシブトガラスの行動的関係  
1130-1145　　前田 久美子2 乗鞍岳の森林限界移行帯におけるオオシラビソの成長過程  
1145-1200　　三浦 政俊7 カワヤツメは染色体放出を行っているか  
1300-1315　　森田　愁3 細菌細胞膜により異なるヒストンH2Bの抗菌作用機序  
1315-1330　　山田　歩8 オオバギボウシの送粉生態：周辺花量の適切な評価と広告効果の検証  
1330-1345　　藤ヶ崎 諒平9 セイロンベンケイ葉上不定芽形成に関わる遺伝子の特定  
    
　　　　　　　　　　　  　　　生物学科博士研究員中間報告 
1345-1400　　市原 健介1  緑藻ネダシグサ属の系統分類学的研究  
1400-1415　　昆　健志4 水圏生物における多様化プロセスの解明を目指して～平成23年度研究成果報告 

1細胞構造学，2植物生態学，3生体調節学，4系統分類学，5発生生理学，6動物生態学，7分子・細胞遺伝学，8理論生態学，9植物生理学　　  


